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  相模原市教育委員会相模原市立青少年相談センター     〒252-0239  相模原市中央区中央3-13-13 

事務用電話 042-769-8285 相談用電話 042-752-1658   http://www.sagamihara-kng.ed.jp/soudan/ 

No.２０５ 

特集 

題名「てんとうむし」の由来 

ヨーロッパの言い伝えにてんとう虫の話があります。 

領主は殺人の罪で死刑になる若い農夫に、最後の願いとして神に祈ることを許しました。若者が石の上にひざ

まずこうとしたとき、１匹のてんとう虫が石の上におりました。若者はそのてんとう虫をつまみ上げると、そっ

と逃がしてから最後の祈りを捧げました。飛び立ったてんとう虫はこの若者を捕らえた殊勲者の左手に止まりま

した。殊勲者はてんとう虫には全く哀れみもかけずにつぶしてしまいました。 

 この様子を見ていた領主はこの相反する二人の行動にハッと胸をつかれるものを感じ、裁判をやり直しました。

その結果、若者はぬれぎぬで真犯人は殊勲者であったことがわかりました。てんとう虫は真実を伝える虫として、

古来ヨーロッパで親しまれてきました。この話にあやかり題名を「てんとうむし」としました。 
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 昔から言い伝えられている子育てのモットー

に「子どもが小さいときには根っこを与えよ 大

きくなったら翼を与えよ」というものがあるそう

です。ヨーロッパのいろいろな国で言われている

そうですが、出典は、はっきりわかりません。 

 大人は、子どもが小さいときは、その子が人生

を歩むために必要なもっとも基本的なもの（根っ

こ）を与えてやらなければならない。大きくなっ

てきたら、自分の力で社会を生きていくための力

（翼）を与えてやらなければいけない、という意

味だと思います。 

 「小さいとき」と「大きくなったら」が何歳く

らいのことを指しているかは、時代によっても多

少違ってくるように思えます。 

 日本では古くは、１０歳～１５歳で元服（げん

ぷく）を迎え、一人前の大人として家を継いだり、

仕事に就いたりしたようですから、「小さいとき」

とは、０歳から８歳くらいで、「大きくなったら」

は９歳から１５歳くらいでしょうか。 

 今は、大人として社会に出る時期が遅くなって

いて、中には３０歳過ぎになっても親元から離れ

ない若者がいるといったことが話題になるくら

いですから、もっと年齢が上のイメージかもしれ

ません。 

 いずれにしても、小学校、中学校が担っている

のは、「根っこ」をしっかりしたものに完成させ

ながら、少しずつ「翼」を与えてやらなければい

けない時期と言えると思います。 

 それでは、小さいときに与えなければいけない

「根っこ」とは何でしょうか。改めて言葉にしよ

うとすると、これがなかなか難しいのです。私の

経験から、思いつくままに挙げてみます。 

「身の回りのことを自分でできること」「自 

 

 

 

 

 

 

分はやればできるという自信、物事に対する意

欲」「考えること、学ぶことの楽しさ」「周りの

人と仲良くしたり、優しくしたいと思うこと」「し

てよいこと悪いことを考えられること」「自分の

ことを伝えられることばの力」「基本的なしつけ

（ことばづかい、礼儀作法）」これなどは、それ

ぞれの年齢に応じて大きくなってもつけてあげ

なければならないものがあるように思います。 

 また、社会に出るために与えなければいけない

「翼」といえば．．．、「世の中を生きるための

知識」「仕事をするための技術、技能、資格」「知

識や経験をもとに、物事を推し量る想像力」「違

いを超えて人と力を合わせること」「人に流され

ない勇気」など、まだまだ、いろいろ挙げられる

と思います。 

  しかし、ここで考えなければいけない大切なこ

とがあるように思うのです。小さいときに「根っ

こ」を与えるために欠かせないのが、いつも温か

く包んでくれる、親の「愛情」なのです。 

  大きくなって「翼」を与えるために、必要不可

欠なものは、やはり、周りで関わる大人の「愛情」

であると私は思うのです。 

 親の育児放棄や暴行など「凄惨な虐待」が毎日

のように報道されるたびに、今という時代は子ど

もが育ちにくい世の中になったと、本当に心が痛

みます。 

私たち教育に関わる者は、「子どもは愛されな

ければ大人になれない」ということを、あらため

て肝に銘じて、子ども達と接したいと思います。 

 

 

相模原市立小中学校長会  

会 長  小 塚 牧 夫 

 

子どもが小さいときには根っこを与えよ 

大きくなったら翼を与えよ 
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青少年相談センターでは、自然体験活動や制作体験活動等を通して、達成感や存在感を味わい、コミュニ

ケーション能力の向上を図り、集団への適応力を高めるために、ふれあい体験学習「希望の村」を開催して

います。市内に在住在学の不登校や登校をためらいがちな、あるいは集団生活が苦手な小・中学生及びその

保護者が参加しております。今年度の活動状況は以下のとおりです。 

 

    

           ふれあい体験学習「希望の村」報告！ 
     

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

       

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シリーズ 情報発信 

第１回ふれあい体験学習「希望の村」 

○ふるさと自然体験教室「ふじの体験の森やませみ」で 

７月２０日（土）～２１日（日）に開催しました。 

○児童・生徒３４名＋保護者６名。スタッフも合わせると 

全６８名が参加しました。（４４名が宿泊） 

○１日目はリバーハイク、野外炊事を行いました。自由時間

も楽しく過ごしました。 

○２日目は朝の散歩、小枝のボールペン作りを行いました。 

＜参加者の感想の抜粋＞ 

・ぼくが、一番心に残ったことは、カレー作りです。理由は

みんなと心を一つにして作ったからです。（中３） 

・寝るとき、みんなでたくさん話をしたことが心に残ってい

ます。（中３） 

・友達と２日間楽しいことがいっぱいあってよかったです。

（小４） 

・小枝でボールペンができるとは思いませんでした。（小６） 

・自分はやればできることがわかりました。（中３）  

・やませみに来て見知らぬ人と同じ班になり、何を話せばい

いのかわからなかったけど、いつの間にか話していたり、

仲良くなれたので参加してよかったなあと思いました。 

（中３） 

・毎日おかあさんに作ってもらっているけど、自分で作った

らたいへんだということに気づいた。(小４) 

・自分の子どもは初めてのことに消極的なのですが、今回の

体験学習では積極的で驚きました。とても楽しい２日間で

した。（保護者） 

 

野外炊飯では

カレー作りを

しました。 

第２回ふれあい体験学習「希望の村」 

１０月２６日（土）場所：県立あいかわ公園 

※荒天のため中止 

 藍染めや機織りなどの体験活動や冒険の

森でアスレチックなどを楽しむ予定でした。 

 

第３回ふれあい体験学習「希望の村」

１月２５日（土）場所：自然の村体験教室 

「相模川ビレッジ若あゆ」 

  午前はオリエンテーリング、午後は七宝

焼き・ウォールクライミング・ショートテ

ニスなどの体験活動を行います。 

 

リバーハイク

で自然を満喫 
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【学校に行けなくなる主な要因（複数回答） （上位４位まで）】 

小学校 中学校 

不安など情緒的混乱     （２４％） 不安など情緒的混乱      （２６％） 

無気力           （１７％） 無気力            （１８％） 

親子関係をめぐる問題    （１５％） あそび・非行         （１１％） 

家庭の生活環境の急激な変化 （１０％） いじめを除く友人関係をめぐる問題（７％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇病欠･事故欠にかかわらず、３日連続して欠席したら家庭訪問をしてみましょう。 

（電話だけで済ませないように） 

◇月３日欠席した児童生徒の情報を教育相談担当者等に伝えましょう。 

（不登校にならないように学校全体での情報共有する） 

◇月３日欠席した児童生徒や保護者が相談につながっていない場合、カウンセラーにも情

報を伝えましょう。（今後の相談につなげることを視野に入れる） 

◇可能な限り、別室対応や放課後登校等も検討して、欠席の長期化を防ぎましょう。 

（学校とのつながりを切らないことが大切） 

◇非行傾向の児童生徒や家庭の要因が考えられる場合は、スクールソーシャルワーカーの

利用や他の関係機関（こども家庭相談課、児童相談所、生活支援課、県警少年相談保護

センター等）との連携も考えましょう。 

 効果的な登校支援を考える 

～不登校の未然防止・早期発見･チーム支援を心がけましょう

～ 

不登校出現率

4.47

1.47

0.46

1.74

0.42

1.55

3.91

0.34

3.79

0 1 2 3 4 5

小・中学校

中学校

小学校

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

登校支援のポイントと有効な手立て 

 文部科学省の「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」（不登校）

によると、本市小・中学校の不登校出現率は、平成２０年度をピークに減少してい

ます。（下記のグラフ参照）しかし、今年度の４月～９月までの不登校の調査結果か

らは、休みが継続し、すでに３０日を超えている児童生徒も見られます。そこで、

不登校は「どこの学校でも何らかのきっかけで、どの子にも起こりうる」と考えて、

再度不登校について考えてみませんか。 

 

学校に行けなくなる

きっかけもいろいろ

です。 
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不登校児童･生徒へのチーム支援はできていますか･･･ 

「神奈川県児童・生徒の問題行動等に関する短期調査（第２期４月～９月）」

によると、相模原市の公立小・中学校の不登校児童･生徒に関わる学校のチーム

支援の様子が見えてきます。 

 

 中学校 

小学校 

平成２４年度まで不登校の減少につながった取り組みの一つとして、チーム支援が効

果的であったと思われます。 

中学校では、欠席が１５日以上の生徒にも、３０日以上の生徒にも、チーム支援が行

われるケースが増えています。小学校でも、欠席が３０日以上の児童へのチーム支援は

増えていますが、１５日以上、つまり早期の児童へのチーム支援は昨年より減っていま

す。 
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第１回 講師 東海大学教授 芳川玲子先生 

○登校拒否・不登校は「どの子にも起こり得る」と考えましょう。 

○魅力的な学校作り、教育効果の高い学級作り、授業作りが大切です。 

○前年度の引継ぎ、特に中学校入学時には小学校からの情報伝達（出欠情報）が必要です。 

○本人や家庭、学校の要因を理解した上で、支援を行い、学校は環境を整えましょう。 

○ケース会議の技術を身につけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 講師 国立教育政策研究所 滝 充先生 

○「不登校にならない児童生徒」の育成には未然防止、初期対応、自立支援（事後の対応・ケ

ア）が大切です。 

○「不登校になりそうな児童生徒」への対応は中学校では新１年生の小４～小６時の欠席状況

を入手し不登校経験があるかないかを調べ、学級編成等に工夫を行いましょう。 

○不登校を未然に防止するためには「集団づくり」・「授業づくり」が大切です。助け合って伸

びていこうとする集団づくりに努めましょう。 

第３回 講師 開善塾教育相談研究所 所長 金澤純三先生 

○長期化する前に家庭訪問しましょう。 

○教師は、家庭訪問や再登校の時の技術を身につけましょう。 

・保護者や子どもとの信頼づくりに努めましょう。 

・子どもの興味をもつものを理解し、子どもとの距離を縮めましょう。 

・再登校へつなげるために、１週間くらいの期間をかけて、子どもの不安をなるべく取り除い

てあげましょう。具体的には「誰も通らない道は？」「通いやすい時間帯は？」「別室なら登

校できる？」など、自信をもてるための手立てをとりましょう。 

○子どもを「褒める」「認める」機会をつくりましょう。 

 

 

 

 

 ※ 不登校対応セミナーの詳細は、青少年相談センターのホームページにも掲載しています。 

 

 

学級担任だけで抱え込まずに、学年などのチームで支援していくことが大切

です。支援教育コーディネーター、教育相談担当、児童生徒指導担当、養護教

諭、青少年教育カウンセラー等を交えたケース会議も効果的です。 

Ｈ２５年度に青少年相談センターが行った不登校対応セミナーから･･･ 

青少年相談センターでは、今年度３回、教職員を対象に不登校対応セミナーを開催

しました。不登校の理解や対応に詳しい専門の大学教授等の話をまとめました。 
 

ケース会議のルール 

話したことは口外しない。 

共感して聞く。 

自分ならどうするかという視点で考える。 

長期目標と短期目標で対策をたてる。 

 多面的な見方で、具体的に話す。 

ケース会議の手順は・・・ 

1.事例提示 

2.特徴的な行動の背景および指導や支援の検討 

3.グループ協議 

4.アイデアや意見の整理、支援の検討 
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青少年相談センターでは、新しい情報や活動の紹介などをホームページでご案内しています。

ぜひご覧ください。   http://www.sagamihara-kng.ed.jp/soudan/ 

 

未然防止･早期発見･チーム支援のための、ツールはないかな･･･ 

青少年相談センターは、不登校の未然防止･早期発見･チーム支援のための取

り組みの充実を図っていきます。ニーズに合わせてご活用ください。 

 

 

 

すべての児童生徒が、授業や学校生活の中で、「学校に来ることが楽しい」と感じ

られるような「魅力ある学校づくり」を進めることが、不登校の未然防止になります。

その中心は、「絆づくり」を見据えた「授業づくり」「集団づくり」になります。 

また、小学校でも中学校でも、子どもたちの欠席に敏感になること、その子どもた

ちがどういう状況にあるのか探ることが大切です。ツールを使って状況把握に努め、

チームによる、効果的な登校支援に努めましょう。 

 

 

○青少年教育カウンセラーによる児童生徒との「ふれあい」、教職員へのコンサルテ

ーションやケース会議のコーディネート 

○スクールソーシャルワーカーによる家庭環境等に起因した不登校に対するアプロ

ーチ 

○不登校対応セミナー（教職員対象）の実施 

○不登校を考えるつどい（保護者・児童生徒対象）の実施 

○進路情報説明会･不登校相談会の実施 

○ふれあい体験学習「希望の村」（保護者・児童生徒対象）の実施 等 

 

青少年相談センターの取り組みより 

 

e-ネットＳＡＧＡＭＩの共有キャビネット内の青少年相談センターのフォルダー

に登校支援のための冊子やシート等が入っています。 

○「相模原市の不登校の特徴と不登校対策について」  

○「登校支援のポイントと有効な手だて」 

○「気がついて！ぼくのサイン わたしのサイン」 

○「不登校未然防止のためのシート」 

○「不登校･登校しぶりの児童のための小中連携シート」 

○「『別室対応』充実のために」 

登校支援のためのツール 
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学校の相談室には、大きなソファーが置かれていま

す。ある時休み時間に来室した子が、「あー、ほっとす

る」といって、ごろんとソファーに寝転びました。す

ると、それを見ていた他の子ども達も「わたしもやり

たい」といってソファーに寝転び出しました。子ども

たちにとってある意味、相談室は学校の中の「家の役

割」を担っているところかもしれません。休み時間が

終わって、「どうもありがとうございました」といって

教室に帰っていく後ろ姿に向かって、『張り切って行っ

てらっしゃい!』と、エールを送っています。一生懸命

な子どもたちの姿を見て、私自身も元気をもらってい

る毎日です。         （Ｕカウンセラー） 

 

小学校の相談室の前には、相談ポストがあります。

そこには時々、子どもたちからの相談の手紙が入って

おり、友達や家族との関係や自分自身の性格、行動な

ど様々な悩みが書かれています。もらった手紙には、

その子の顔や普段の様子を思い描きながら返事を書き、

担任の先生を通し、渡して頂いています。メッセージ

には、喧嘩した友達に自分から「ごめんね」という勇

気が持てるように、また悲しい気持ちや傷ついた心が

少しでも軽くなるように・・・と気持ちを込めて。 

子どもたちは、この先もきっと様々な事に悩み、苦

しみ、それを乗り越えながら大人になっていきます。

手紙を書いてくれたという行動が、困ったときは人に

相談するのも悪くないな、と思えるような１つの出会

いとなり、生きる力に繋がってくれたらと日々願うば

かりです。          （Ｍカウンセラー） 

私は、相談予約がない授業時間には、よく校内を歩

いています。廊下に落し物がないか、教室を飛び出し

ている子はいないかとか、見回りをしながら。校内を

歩く醍醐味は、教室の前や廊下に掲示された子どもた

ちの作品や作文を鑑賞できることです。今、どんなこ

とを授業でやっているのか、子どもたちがどんなこと

を考えているのか、楽しみながら知ることができます。

そんなある日、小学校でいつものように校内を歩いて

いると、可愛い１年生の列に出会いしました。担任の

先生は、気を利かせてくれ、挨拶をしながら、カウン

セラーの私や相談室の紹介をしてくださいました。そ

の後、そのクラスの子たちが、休み時間に相談室へ遊

びにやってくるようになりました。校内を歩くと、色々

なことが起こります。     （Ｓカウンセラー） 

 

小学校や中学校で相談活動をしていると、たくさん

の子どもたちが相談室に来てくれます。先日、いつも

と同じように活動していると、「先生の仕事ってなんて

いう仕事？」、「カウンセラーってなに？」、「カウンセ

ラーってどうやったらなれるの？」、「難しい？」と、

数人の児童・生徒さんから同じ質問をされたというこ

とがありました。 

何気ない日々の活動を通して、子どもたちが少しで

も私たちカウンセラーの仕事に興味をもち、関心をも

ってくれていることに嬉しさを感じつつ、子どもたち

にとって、とても影響力のある仕事に携わっているん

だなぁと感じられた出来事でした。（T カウンセラー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の相談室では、こんなほっとする時間が流れています。 

青少年教育カウンセラーがそっと教えてくれました。 

E メール相談 

 

その５９ 

年賀状に書かれた上司からのメッセージが、その後の人生の支えになっているという 

作文が、日本郵政公社の大賞を受賞したニュースをテレビで見ました。新入社員へ上司

の部長から、一年目 は「私はあなたの頑張りをいつも見ています。」二年目は「みんながあなたの頑張りを見 

ています。」三年目「もう私が見ていなくても大丈夫ですね。頑張れ！」と書かれていま 

した。その年上司は退職し、自分は部下を指導する立場になり、このメッセージをかみ

しめているという内容だったと記憶しています。母の日の作文を書くにあたって、通室生と話をしました。辛

い毎日を過ごし、思いがあふれて母親にその話をしたとき、母親が黙って涙を流して自分の話を聞いてくれた

ことがとても嬉しかった、ありがたかったと話してくれました。人の心に残る言葉、その後の人生に明かりを

ともす言葉が確かにあります。日頃、「言わなければ分からない。」「言って聞かせる。」と言葉を振りかざして

いますが、今更ながら、「聴く(菊)」と「待つ(松)」と「言葉(ことの葉)」の絶妙なタイミングの組み合わせを自

戒とともに日々模索しています。           （相談指導教室「かつら」 嘱託職員 新 輝幸） 

 


